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1.組織の概要 

〖会社名〗       株式会社 ケイ・ワイ 

〖代表者〗       代表取締役 広瀬 一樹 

〖所在地〗        

                

 

 

 

 

 

〖環境管理責任者〗広瀬 大輔 

〖事業の規模〗   2023年度（2022年 10月～2023年 9月） 

              売上高     ４１２，８０１千円 

              延床面積    本社事務所 54㎡   倉庫 50㎡ 

              従業員数    14名 

〖事業内容〗     空気調和設備設計施工 

              ダクト設備設計施工 

              給排水衛生設備設計施工 

              空調機器メンテナンス 

〖建設業許可〗    管工事業  神奈川県知事許可（般-2）第 51439号 

〖第一種フロン類充填回収業者〗 

            神奈川県知事 神（気水）第 1-2303号 

            東京都知事 登録番号 13106870 

2.対象範囲 

〖認証・登録対象組織〗 

              株式会社 ケイ・ワイ    本社   

〖認証・登録対象活動〗 

              空気調和設備設計施工  ダクト設備設計施工 

              給排水衛生設備設計施工  空調機器メンテナンス 

 

本社事務所 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区 

宮田町 3-320-4 

TEL 045-442-6416 

FAX 045-442-6417 

本社登記 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区 

峰岡町 3-381-37 
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3.環境経営方針 

基本理念 

株式会社ケイ・ワイは事業活動の環境負荷を認識し、地域の豊かな自然を次世代に伝

えます。そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と

地球温暖化防止の活動に継続的に取組みます。 

 

行動指針 

1. 当社の事業活動による環境負荷削減を実行する為に、下記の行動指針を定め全従

業員で取り組みます。 

① 電力・化石燃料の節減による、二酸化炭素排出量の削減 

② 節水による水使用量の削減 

③ 廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進 

④ 地域の工事における環境配慮型工法の促進 

⑤ 地域貢献活動の推進 

2. 環境関連法規・条例・その他規制を遵守する。 

3．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。 

4. 全従業員にこの環境経営方針を周知します。 

2022 年 2 月 25 日 

 株式会社 ケイ・ワイ  

 代表取締役 広瀬 一樹 
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4.環境実施体制
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5. 環境経営目標の達成状況の評価、並びに次年度の取組み内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 運用期間実績

2023年度 2023年度

目標 運用期間実績

2023年2月 2023年2月

～2024年1月 ～2024年1月

CO2排出量 kg-CO２ 87,394 86,657 〇

電力使用量 ｋｗｈ 15,000 4,180 〇

ガソリン使用量 L 34,715 36,946 ×

一般廃棄物総排出量 kg 87.00 75.25 〇

産業廃棄物総排出量 ｍ3 120.00 41.00 ×

内再資源化量 ｍ3 29.00 9.00 ×

再資源化率 % 24.00% 23.00% ×

４
．
水

の
削
減

水道使用量 ｍ3 23 22.00 〇

フロン機器回収台数 台 18.6 42 〇

フロン回収量 ｋｇ 1685 494.15 ×

6
.

環
境

配
慮
活
動

省電力高効率化施
工の提案件数

件数 45 20 ×

2
.
3
・
廃
棄
物

・廃棄物処理が元請が行う現場が多く総量は

減少。

・混廃処理ではなく、分別廃棄により再資源化

を図るよう社内で周知。分別廃棄喚起の掲示

により分別の意識改革は進められたものの、

個々の対応に差がある。

・継続して節水意識維持したい。次年度も引

き続き取り組む。

・機器選定機会なく、施工方法の提案に留

まっている。新冷媒による省エネ効果と合わせ

て換気設備の提案を増やしたい。

5
.
フ
ロ
ン
排
出

抑
制

・当期は市内学校の機器回収多く回収台数

増加したものの、大型機械の現場少なく量に

ついては減少。フロン排出抑制法の適用拡大

に伴い今後入れ替え増加が見込まれる。

1
.

二
酸
化
炭
素

排
出

・期中にかながわ再エネ共同オークションを利

用し非化石証明付電力へ移行。

・エコドライブの声掛けに取り組んだ。しかしな

がら遠方現場増加によりガソリン使用料増加。

・年式の古い車両の買い替えを進めると伴に

HV、EV車導入の検討進める。

環境経営目標 単位 達成結果 評価及び次年度の取り組み内容
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6.環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準（実績） 目標

2023年度 2024年度

総CO2排出量
kg-CO

２
86,657 84,172 82,641 81,110

電力使用量
  　　　　　事務所

ｋｗｈ 4,180 0 0 0

ガソリン使用量 L 36,946 36,281 35,621 34,961

一般廃棄物総排出量
　　　　　　事務所

kg 75.25 82 80 75

産業廃棄物総排出量
（受注量の拡大に応じて増

加）

ｍ3 41 140 155 160

内再資源化量 ｍ3 9 60.0 66 68

再資源化率

（再資源化量/総排出

量）
% 22% 43% 43% 43%

４
．
水

の
削
減

上下水道使用量
　　　　　　　事務所

ｍ3 22.00 23.00 23.00 23.00

回収対象台数
（受注拡大を目指す）

台 42 60 75 80

回収量 ｋｇ 494.15 1,300 1,400 1,500

6
.

環

境
配
慮

活
動

省電力、高効率化の
提案件数

回 20 30 40 40

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.457kg-CO2/kWh、9月以降は0kg-CO2/kWh　ガソリンは2.32kg-CO2/kWh

1
.

二
酸
化
炭
素
排
出

2
.
3
廃
棄
物

5
.
フ
ロ
ン
排

出
抑
制

環境経営目標 単位

中期目標

2025年度 2026年度
2023年2月1日～
2024年1月31日

2024年2月1日～
2025年1月31日
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7環境活動計画・実施状況評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年度：2022年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

2023年 2024

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

電力使用量の削減 広瀬
（事務所） ・パソコン管理（電源Off）の適正化 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・エアコン温度設定　使用時間最適化 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
１５，２６２kWｈ ・利用頻度の低い機材の主電源off ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
2％削減（→98％） ・事務所一部再エネ電力に変更 ■

15,000ｋｗｈ 前年使用電気量 15,262 1,465 1,281 1,091 1,034 1,219 1,563 1,583 1,452 965 1,190 1,159 1,260

本年使用電気量目標 6,241 1,368 421 337 346 347 680 681 582 351 329 395 404
評価

自動車燃料使用量 ・アイドリングストップの実行 広瀬 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 □ ■ ■ □ □ □ ■ ■ □ ■ □ □
（現場） ・エコドライブの実施依頼 □ □ ■ □ □ □ □ □ □ □ ■ □
36,104L 中期施策
2％削減（→98％） ・年式の古い車両の買い替え ■ □

34,715L 前年ガソリン使用料 36,104 2,770 2,924 2,820 2,687 3,568 3,105 3,087 3,376 3,123 2,625 3,197 2,822

本年ガソリン使用料 36,946 3,006 2,886 2,910 3,285 2,957 3,633 3,675 2,887 2,821 2,789 3,278 2,819

評価
廃棄物排出量の削減 ・一般廃棄物の分別 広瀬 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
一般廃棄物 ・FAXの自動印刷制限 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（事務所） ・印刷物での営業書類受取辞退 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
85ｋｇ ・不要紙裏面活用 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

前年廃棄物量 85 8 6 8 5 7 6 8 6 8 8 7 8
87ｋｇ 本年廃棄物量 85 8 6 8 5 7 6 8 6 8 8 7 8

評価
廃棄物排出量の増加 ・周辺工事の受注提案 門井 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
産業廃棄物総排出量 ・マニュフェスト発行 □ □ ■ ■ □ ■ □ ■ □ □ ■ ■
（現場） ・業者の選定 □ □ □ □
37ｍ3
308％増加 前年廃棄物量 88 3 4 30 6.5 17.75 2 3 2 2 7.5 10

120ｍ3 本年廃棄物量 41 4.5 0 7.5 8.5 0 5 0 6 0 0 5 4.5
評価

混廃廃棄物排出量の削減・分別の細分化 門井 □ □ ■ □ □ ■ □ ■ □ □ ■ □
産業廃棄物の ・分別の周知 □ □ ■ □ □ ■ □ ■ □ □ ■ □

内再資源化率
（現場） 前年再資源化率 14% 0% 29% 5% 8% 7% 7% 14% 16% 19% 19% 17% 21%
40% 本年再資源化率 15% 22% 22% 8% 17% 17% 14% 14% 19% 11% 11% 15% 11%

0％増（→現状維持） 評価
水資源投入量の削減 ・元栓絞込み 広瀬 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（事務所） ・配管水漏れチェック ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

現状維持 前年水道利用料 24 2.5 2.5 2.5 2.5 2 2 1.5 1.5 2 2 1.25 1.25
24㎡ 本年水道利用料 24 2.5 2.5 2.5 2.5 2 2 1.5 1.5 2 2 1.25 1.25

評価
フロン排出抑制 ・フロン取扱い厳罰化の周知 広瀬 □ □ ■ □ □ ■ □ ■ □ □ ■ □
フロン回収現場増やす ・フロンによる温室効果周知 □ □ ■ □ □ ■ □ ■ □ □ ■ □
（現場）
44台

15％増（→115％） 前年フロン回収台数 44 1 0 7 0 8 0 0 11 14 2 0 1
５０台 本年フロン回収台数 42 2 1 1 15 7 8 1 7

評価
環境配慮活動 ・機器能力比較資料作成 広瀬 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
省電力、高効率化の ・施工方法の比較提案 □ ■ □ ■ □ ■ ■ ■ ■ ■ □ ■
提案

０回 前年提案件数 -
⇒２０回 本年提案件数 9 1 1 2 1 2 1 0 1

評価

評価・確認　月日 評価・確認事項（定期、臨時）

〇 〇 〇 〇

2023年目標 施　　　　策 責任者

〇 〇 〇 〇

× × × ×

× × × ×

× × × ×

〇 〇 〇 〇

× 〇 × 〇

× × × ×
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8. 環境関連法規などの順守状況の確認及び評価の結果違反、訴訟等の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連法規への対応
環境関連本法等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
１．環境関連法規の遵守状況
　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 備考

廃 棄 物 排 出 事 業 所 と の委託計画 契約（書）の締結

マ ニ フ ェ ス ト の 管 理 管理

マ ニ フ ェ ス ト の 期 間 内 返 却
90日以内または

180日以内

マ ニ フ ェ ス ト の 保 管 5年間
投 棄 禁 止 不法投棄を行わない

廃 棄 物 の 悪 臭 ・ 飛 散 防 止 車両荷台にシートを被せる等

保 管 場 所 へ の 掲 示 60cm×60cm　以上掲示
マ ニ フ ェ ス ト の 年 間 集 計 と知事報告 6月30日までに提出

建設副産物のリサイクル 工事計画書・実績報告

一 般 廃 棄 物 の
分 別 排 出

特定作業規制 指定地域・時間帯規制

地域住民との取り交わし

家電リサイクル法 指 定 家 電 の 収 集 テレビ・冷蔵庫　他

ＰＣリサイクル法 Ｏ Ａ 機 器 の 収 集 パソコン・モニタ　他

温 室 効 果 ガ ス 抑 制 措 置 自治体施策へ協力

３ Ｒ へ の 努 力

グリーン購入法
環 境 物 品 の 購 入及び工事材量提

案
事業者の一般的責務／工

事計画書

引 取 業 者 へ の 引 渡 し リサイクル料金の支払い

工事業者登録と更新及び技術士登録

工事基準の遵守、各種申請手続きの適正処理

２．違反、訴訟等の有無
　　関係機関からの指摘、外部からの苦情、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

大気汚染防止法
石綿障害予防規則

事前調査・作業計画・隔離作業等・作業
届出

事前調査し対象であれば専門
業者へ対応依頼 〇

建築基準法、道路法、
上下水道法、河川法

〇

建設業法
登録と５年ごとの更新及び資
格者登録 〇（更新）

フロン排出抑制法
フロン排出抑制法2条、4
条、18条の2

業務用エアコン簡易点検。冷蔵機器及
び冷凍機を廃棄する場合、第1種フロン
回収業者への引渡義務、廃棄に伴うフ
ロン類の回収・破壊費用負担。

フロン回収行程管理票
3年保管

〇

循環型社会形成
推進基本法

廃棄物等の内、有用な物
の循環的な利用を促進

〇

〇

自動車
リサイクル法

〇

 地球温温暖化対策
推進法

〇

〇

建設リサイクル法 対象工事無

一般廃棄物処理に関する条例 〇（分別状況）

騒音・振動規制法
対象工事無

対象工事無

対象工事無

対象工事無

遵守年月日（2024年1月15日）
遵守評価者（　広瀬　　）

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

〇契約書

〇

〇

〇
〇
〇
〇
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9.代表者による全体評価と見直しの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 ケイ・ワイ  

 代表取締役 広瀬 一樹 
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10.新年度環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 2年後目標

2024年度 2025年度

総CO2排出量
kg-CO

２
84,172 82,641 81,110 79,578

電力使用量
  　　　　　事務所

ｋｗｈ 5,500 5,500 5,500 5,500

ガソリン使用量 L 36,281 35,621 34,961 34,301

一般廃棄物総排出量
　　　　　　事務所

kg 82 80 80 80

産業廃棄物総排出量
（受注量の拡大に応じて増

加）

ｍ3 140 155 160 165

内再資源化量 ｍ3 60 66.0 68 71

再資源化率

（再資源化量/総排出

量）
% 43% 43% 43% 43%

４
．
水

の
削
減

上下水道使用量
　　　　　　　事務所

ｍ3 23.00 23.00 23.00 23.00

回収対象台数
（受注拡大を目指す）

台 60 75 80 90

回収量 ｋｇ 1300 1400 1500 1600

6
.

環

境
配
慮

活
動

省電力、高効率化の
提案件数

回 30 40 40 40

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.457kg-CO2/kWh、9月以降は0kg-CO2/kWh　ガソリンは2.32kg-CO2/kWh

中期目標

2028年度 2033年度
2024年2月1日～
2025年1月31日

2022年2月1日～
2023年1月31日

1
.

二
酸
化
炭
素
排
出

2
.
3
廃
棄
物

5
.
フ
ロ
ン
排

出
抑
制

環境経営目標 単位
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11.新年度環境経営計画 
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